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機能の概要
コントロールベースのエンゲージメントリスクアセスメントプロジェクトで質問事項を送信する
ワークフローの機能強化
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機能の概要
新機能: コントロールベースのエンゲージメントリスクアセスメントプロジェクトで質問事項を送信するワークフローの
機能強化

お客様の課題

ソリューション領域

SAP Ariba でこの課題に対応

実装に関する情報

実現される主なメリット

前提条件および制限事項

実装の難易度

関連する地域

ロータッチ/容易

グローバル

SAP Ariba Supplier Risk
この機能を有効にするには、貴社の指定のサポート担当
(DSC) に連絡してサービスリクエスト (SR) を提出してくだ
さい。

お客様が SAP Ariba Supplier Risk のライセンスを持って
おり、コントロールフレームワークによる拡張エンゲージメ
ントリスク管理を有効にしておく必要があります。

リスクコントロールに基づくエンゲージメント申請プロ
ジェクトでは、
ユーザーは [開始] ボタンをクリックするだけで、内
部および外部のすべてのコントロールアセスメントを
通常設定の受信者に送信することができます。外部
アセスメントは、サプライヤの通常設定の受信者に
送信されます。内部アセスメントは、テンプレートで
設定された内部受信者チームに送信されます。

通常設定のユーザー以外の受信者を選択すること
はできませんでした。

この機能により、ユーザーは送信するアセスメントの一
覧を確認してから、通常設定の受信者とは異なるユー
ザーを選択して、アセスメントに回答することができま
す。

エンゲージメント申請プロジェクトでサプライヤがまだ選
択されていない場合は、内部コントロールアセスメントを
送信することもできます。

内部および外部のコントロールアセスメントを柔軟に送信
する方法が提供されます。

ユーザーは、アセスメントの受信者として別のユーザーを
ロールに基づいて選択できるようになります。

エンゲージメント申請プロジェクトでサプライヤがまだ選択
されていない場合は、内部コントロールアセスメントを送信
することができます。

ユーザーは、すべてのアセスメントを同時に送信する必要
がなく、適切なタイミングで送信する特定のアセスメントを
選択することができます。また、それらを一括送信するこ
ともできます。
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機能の概要

新機能: コントロールベースのエンゲージメントリスクアセスメントプロジェクトで質問事項を送信
するワークフローの機能強化

詳細な機能情報

シナリオ 1: サプライヤを含むエンゲージメント申請プロジェクト

• [アセスメントの送信] タスクの横にあ
る [開始] をクリックすると、必要なす
べてのリスクアセスメントの一覧が表
示されます。

• 担当者の初期値は、外部アセスメント
の場合はサプライヤの主要連絡先、
内部アセスメントの場合は内部受信者
チームに設定されます。
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[連絡先の変更] をクリックすると、アセスメントで受信
者を変更できます。

内部アセスメント: 

• [内部受信者] チームから 1 人のユーザーを受
信者として選択できます。

• テンプレートで内部受信者チームが定義されて
いない場合、担当者の初期値はプロジェクト
オーナーのグループに設定されます。プロジェク
トオーナーチームから 1 人のメンバを受信者と
して選択できます。

外部アセスメント: 

• アセスメントの新規受信者として 1 つのサプライ
ヤ連絡先を選択できます。

• サプライヤ連絡先情報が存在しない場合は、
ユーザーに通知されます。欠落しているサプラ
イヤ連絡先は、サプライヤプロファイルで追加で
きます。
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詳細な機能情報

シナリオ 2: このエンゲージメントプロジェクトの前に必要なアセスメントをすでに完了しているサプライヤを含む、エンゲージメント申請プロジェクト。

エンゲージメント申請プロジェクトでは、有効期限を過ぎるまで外部アセスメントが再利用されます。

• サプライヤがこのエンゲージメント申請
外でアセスメントにすでに回答済みで
あることがユーザーに通知されます。
処理を進めるには、このタスクを完了し
ます。


